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１．事業趣旨

　本事業の趣旨は、体育活動中の事故による死亡等の重大な事故について、同様の事故が生じないよう、
発生原因・背景、防止のための留意点を把握し、それらを関係者間で共有し、指導等で参考となるための
取組を行うもので、災害の現地調査を含め、重大なスポーツ事故事例の発生の背景や要因、再発防止のた
めに留意すべき点や方策について、医療関係者等と連携して把握・分析・研究を行い、事故防止に関する
調査研究の成果等を教育委員会、学校等と情報共有し、必要な取組や相互連携について研究協議、学校に
おける体育活動での事故防止のための資料作成等を行うものである。
　今回、日本スポーツ振興センターでは、サッカーゴール、ハンドボールゴール等（以下、「ゴール等」と
いう。）の転倒による死亡や障害につながる重大事故が多く発生している状況に鑑み、ゴール等の転倒で
の事故の実態を分析し、ゴール等の特性や事故防止対策について検討するワーキングを設置し、重大事
故を未然に防ぐための方策をまとめることとした。

２．ワーキングメンバー名簿

サッカーゴール等の転倒による事故防止WGメンバー  ◎ワーキング長（平成30年3月現在）
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３．ゴール等の転倒による災害の実態（平成25年度～２７年度）

　平成25年度〜平成27年度の学校の管理下における事故災害の発生件数は、約326万件だが、その
うち、ゴール等の転倒をはじめ、ゴール等に起因する事故災害は、3，791件発生している。概要は次のと
おりである。

　各年度とも、発生件数は1,300件を下回り、大きな増減は見られない。また、多少のばらつきはあるが、
毎年同じような傾向がみられる。
　要因別では、「運搬中落とす、はさむ」が989件（26.1％）と一番多く、「サッカー以外でぶつかった」
782件（20.6％）、「サッカー中ぶつかった」が781件（20.6％）、「ネット」が起因となる事故は698件
（18.4％）である。一方、死亡等重大事故につながるゴール等の転倒は、「風で倒れた」、「風以外で倒れた」、
「ぶら下がって倒れた」を合わせると223件（5.9％）となっている。
　また、ゴール等の転倒事故を招きかねない「ぶら下がって落ちた」は269件（7.1％）発生している。
　なお、要因別の例として、「風以外で倒れた」ものの中には、ネットを引っ張ったり、寄りかかっていたな
どが含まれ、「サッカー以外でぶつかった」ものの中には、鬼ごっこ、ドッジボールなどの最中で発生したもの、
「ネット」が要因となるものの中には、ネットを踏む、絡まるなど、その他の中には、支柱が折れたものなど
が含まれている。

（１）年度別/要因別集計表（表1）

※本データは、平成25年度～平成27年度の災害共済給付データ（医療費のみ）のうち、・災害発生状況から「ゴール」という言葉で事例
を抽出後、ゴール等自体と関係のない事例を削除した件数3,791件についてまとめた。
削除した事例…「（水泳、陸上の）ゴール」という言葉が入っている
　　　　　　　「ゴールポスト付近で起こった災害」など

上記表の詳細
2：鬼ごっこ中、ドッジボール中など
4：ネットを踏んで転んだ、ネットに足が絡まって転んだなど	 	 	 	 	
6：ゆらした、ネットを引っ張った、寄りかかっていたなど	 	 	 	 	
9：ワイヤーに首がかかったなど
10：支柱が折れたなど	

表1　年度別/要因別集計表（平成25年度〜平成27年度）



　発生件数を各学校種別で見ると、小学校は、1,680件（44.3％）と一番多い。次に中学校の1,609件
（42.4％）、小学校、中学校合わせると3,289件（86.8）％となり、大きな割合を占める。
学校種ごとの要因別で一番多いのは、小学生では「サッカー以外でぶつかった」が538件（32.0％）、中
学校では「運搬中落とす、はさむ」が739件（45.9％）と事故の半数近くを占めている。高等学校におい
ても「運搬中落とす、はさむ」が152件（35.2％）で、一番多く発生している。

（２）学校種別/要因別集計表（表2）

※高等専門学校は高等学校に含む。

表2　学校種別/要因別集計表（平成25年度〜平成27年度）

（３）事例（死亡・障害見舞金給付事例）
ぶら下がり

死亡・障害別 場合 学校種・学年・性別 発生状況

障害 体育 中１男

ハーフタイムに、本生徒はサッカーコートの横に設置されたハンドボー
ルの鉄製ゴールのクロスバーにぶら下がって懸垂をしていた。3回目に
大きく上体を振り上げたところ、ゴールが倒れて本生徒の腹部がゴー
ルの下敷きになった。

死亡 体育 高３男

４限目の体育の授業中サッカーをしていた。本生徒がゴールポストに
ぶら下がったところ、ゴールポストが倒れこんできて、顎と首が挟まれ
た状態で下敷きになった。救急処置を行い、病院に搬送するが、意識不
明のまま、数日後に死亡した。



強風

死亡・障害別 場合 学校種・学年・性別 発生状況

障害 部活動 中２女
部活動の準備中、ハンドボールゴールの中で準備をしていたが、突然の
強風で倒れてきたゴールが左頬、首筋に当たった。

障害 体育 高３女
サッカーの試合をしていた際、ゴールが強風にあおられて後方から倒
れてきて、ゴールキーパーをしていた本生徒の左足首に当たり転倒した。

移動・設置

死亡・障害別 場合 学校種・学年・性別 発生状況

障害 体育 高２男

体育の授業中、サッカーゴールの移動をするために、地面に固定してい
た転倒防止用固定杭を緩めるため、数名の生徒がサッカーゴールを前
後に揺らしていた際、誤って本生徒は中指を固定杭とサッカーゴール
の間に挟んでしまった。

障害 部活動 高２男

部活動終了後、翌日の準備のため、サッカー部員とともにサッカーゴー
ルを運搬していたところ、サッカーゴールを乗せる台座の上で、本生徒
の左手中指と薬指がサッカーゴールと台座の間に挟まれ、中指が切断
された。

その他

死亡・障害別 場合 学校種・学年・性別 発生状況

障害 部活動 中１男
野球部の練習中、トスバッティングであがったフライを追いかけて走っ
ていた。サッカーのゴールポストに気づかず、振り向いたと同時にゴー
ルポストの柱の角にぶつかり前頭部から鼻にかけて挫傷した。

障害 休憩
時間中 小１女

登校時、折りたたみ式の簡易サッカーゴールの網の上を歩いていた。そ
の際、網に足を取られ転倒し、金属製の枠で顔面を負傷した。

障害 休憩
時間中 小１男

鬼ごっこをしていて後方から来る鬼の方を見ながら走っていた。前方
のサッカーゴールに気づかず、ゴールポストに顔面をぶつけてしまった。
その際、額を切って出血した。

障害 休憩
時間中 小３男

児童集会で、鬼ごっこを全児童で行っていた際、運動場の隅に寄せてい
たサッカーゴールの方に逃げ込んだ。サッカーゴールには、網をひっか
ける構造になっているフックが出ており、本児童は、このフックに右頬
をぶつけ５ｃｍほど縦に切れた。









４．あとがき

　ゴール等の転倒による死亡や重症事故が繰り返されている。これらの事故による傷害を予防するため
には、啓発活動と環境整備の両輪が欠かせない。これまでにも啓発は数多く行われてきたが、事故は繰り
返されていることから、科学的な根拠に基づく啓発活動と環境整備のために、今回は、工学的な実験が
行えるグループと連携をとってワーキンググループで議論を進めた。
　その結果、ゴール等は、固定されていなければ、ぶら下がることや強風によって容易に転倒してしまうこと、
転倒の際には、頭蓋骨骨折が生じる衝撃力が発生することが確認された。これらの検討に基づいて、①ぶ
ら下がり、懸垂などの危険を伝え、危険行為を禁止していくこと、②強風などに備え、ゴール等を重りなど
で固定すること、③運搬の際には、十分な人数で教師の指導の下行うこと、の３つを基本事項としてまと
めた。
　今後、ゴール等の転倒の危険を伝える動画、具体的な予防策をまとめた教材によって、児童生徒と先生
に広めていくことが重要である。また、これらの活動が時間とともに風化してしまわないように、顧問以
外の先生、保護者、外部者の目視によるチェックなどの仕組みづくりも急務である。今回、どのような杭や
重りが固定する際に、利用可能で、どの程度の固定力があるかについては数値を示すことができなかっ
たため、今後の課題として検討を継続することも重要である。ゴール等が重く、取り扱いしづらいという
点にも課題があり、将来的には、サッカーの協会、ハンドボールの協会、メーカー等と扱いやすく、安全なゴー
ルを作っていくなどの展開も必要であると思われる。

西田佳史　サッカーゴール等の転倒による事故防止ワーキンググループ長
（国立研究開発法人産業技術総合研究所 首席研究員）
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